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Infomation

P3…わたしたちに『ニックネーム』
をつけてください―六ヶ所村観光協会
マスコットキャラクターの愛称を募集―

photo 　村の花『ニッコウキスゲ』が、山吹色の花を村中に咲かせています（平沼地区）
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六ヶ所村観光協会　マスコットキャラクターの愛称を募集

■募集期間
平成 25 年７月８日月～８月 20 日火

■応募資格
六ヶ所村在住であること

■応募方法
①住所②氏名（ふりがな）③年齢④性別⑤
電話番号⑥応募愛称名（漢字の場合はふり
がなも）を記入し、はがきなどで下記宛先
まで郵送してください。

※１枚のはがきでＡ（男の子）・Ｂ（女の子）
各１点の応募ができます。その際は、Ａ・Ｂど
ちらの名前か分かるように明記してください

■応募宛先
〒０３９―３２１２
上北郡六ヶ所村大字尾駮字野附４７５
六ヶ所村観光協会（役場商工観光課内）行

■選考方法
選考委員会において名称を選考します

　六ヶ所村観光協会では、創立 30 周年を記念して村の鳥であるオジロワシをモチー
フとしたマスコットキャラクター（着ぐるみ）の作成を行います。
　これにあわせて、上記のマスコットキャラクター（〈Ａ〉男の子、〈Ｂ〉女の子）の
愛称を募集します。

■表彰
最優秀賞　各１点（Ａ・Ｂ）　記念品

※最優秀賞に選ばれた愛称に複数の応募者があ
る場合は、抽選で１人を最優秀受賞者とします

■個人情報について
個人情報については、マスコットキャラク
ター愛称募集に関する以外無断で使用する
ことはありません。
また、入選作品の応募者の氏名、住所は選
考結果発表のため公表することがあります。
個人情報の取り扱いについては、応募され
た時点で、応募者の同意を得られたものと
します。

ご不明な点、詳しい内容につきましては、下
記まで問い合わせてください。

問六ヶ所村観光協会（役場商工観光課内）
☎０１７５（72）２１１１（内線２６４）

Ａ（男の子） Ｂ（女の子）

みんなが覚えやすい
ようなステキな名前

をつけてね♪

六ヶ所トピックスinformation

わ   たしたちに『ニックネーム』をつけてください

ウォーキングで自然を満喫
春季歩け歩け運動を実施

　平成 25 年度春季歩け歩け運動が６月９日、平内町で行われ、
子どもから大人まで約 50 人の参加者が、新緑の中のウォーキ
ングを楽しみました。
　この運動は、自然を満喫して心身のリフレッシュと健康維持
に努めながら、参加者の交流を深めることを目的に、春と秋の
年２回行われています。
　天候に恵まれた当日、参加者たちは平内町の大和山から宝橋
まで約５㌔の道のりを歩き、会話を弾ませながら交流を深めま
した。
　その後の自由時間では、夜越山森林公園内にある洋ラン園や
サボテン園を見学したり、よごしやま温泉を利用したりして
ウォーキングの疲れを癒しました。新緑を楽しみながら歩く参加者たち

国際的視野広め、夢を育む
六高 25 年度第１回国際理解教育講演会

　六ヶ所高校（柴垣博孝校長、生徒 186 人）で５月 29 日、平
成 25 年度第１回国際理解教育講演会が行われ、韓国襄

ヤ ン ヤ ン

陽郡派
遣職員洪

ホ ン

敏
ミ ン ギ

基さんと国際交流員鄭
チョン

相
サ ン ミ

美さんが講演をしました。
　国際理解教育とキャリア教育を推進している同校は、生徒た
ちに国際的な視野を広め、夢を育んでもらうことを目的に講演
会を行っています。
　洪

ホ ン

さんはこれから挑戦する夢を語り「過去に戻りたくないく
らい今の自分が好きだと言える素敵な人になってください」と、
相

サ ン ミ

美さんは「何かに挑戦してすぐに結果がでなくても、いつか
それを活かすチャンスが必ずくると思う」と生徒たちを激励し
ました。３年１組の相内大希くんは「将来自分がしっかりやれ
るのか不安があるが、今日の話を聴いて積極的にやってみよう
と思う」と話していました。

講演をする鄭
チョン

 相
サ ン ミ

美さん

納税思考の普及に向けて
村納税貯蓄組合連合会　定期総会

　六ヶ所村納税貯蓄組合連合会（桜井秀男会長）の第 52 回定
期総会が５月 24 日、文化交流プラザスワニーで行われ、関係
者など約 50 人が出席しました。
　総会では、桜井会長が「組合員と一丸となって、納税思考の
普及や完納に向けて努力して参りたい」とあいさつを述べまし
た。その後、納税優良組合などへ表彰状が贈られました。

【表彰者は次のとおり】組合長永年勤続表彰（組合名・組合長
名）10 年　千歳第１・高田正則▼ 15 年　尾駮第４・中村嘉悦
▼ 20 年　倉内第２・木村常泰▼ 25 年　倉内第８　相内宏一、
倉内道ノ上・石久保覚、平沼若葉・橋本良輔　◎優良組合表彰
①永年納期内完納組合（組合名）　戸鎖第１、戸鎖第４、室ノ
久保第１、千歳平第３、出戸第１②高額納税者　団体の部（組
合名）　千歳平第２、大松

スワニーで行われた総会の様子
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村
派
遣
職
員
が
ヤ
ン
ヤ
ン
郡

で
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！

襄
陽
日
和
。

International Exchange国際交流 　交番だよりSafety Information

■
目
的　

県
民
一
人
一
人
に

交
通
安
全
思
想
の
普
及
・
浸

透
を
図
り
、
交
通
ル
ー
ル
の

遵
守
と
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践

を
習
慣
付
け
る
こ
と
に
よ

り
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底

を
図
る

■
期
間　

７
月
21
日
日
～
31

日
水
ま
で
の
11
日
間

■
運
動
の
重
点

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止

②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促

進
（
特
に
自
転
車
安
全
利
用

五
則
の
周
知
徹
底
）

③
飲
酒
・
暴
走
運
転
の
根
絶

■
重
点
の
内
容

　

７
・
８
月
は
、
夏
休
み
期
間

中
の
子
ど
も
の
交
通
事
故
、

レ
ジ
ャ
ー
や
夏
祭
り
に
伴
う

交
通
量
の
増
加
や
気
の
緩
み

に
よ
る
交
通
事
故
、
飲
酒
・

暴
走
運
転
に
よ
る
交
通
事
故

の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は

も
ち
ろ
ん
、
自
転
車
利
用
者

や
歩
行
者
の
皆
さ
ん
も
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
事
故

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
遭
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑴
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん

は
、
道
路
を
歩
い
て
い
る
子

ど
も
や
高
齢
者
を
見
か
け
た

場
合
は
、
そ
の
動
き
に
注
意

し
、
減
速
・
徐
行
す
る
な
ど
、

思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
自
分
の
周
り
か
ら

交
通
事
故
に
遭
う
人
を
絶
対

に
出
さ
な
い
と
い
う
意
識
を

強
く
持
ち
、
家
庭
内
で
話
し

合
う
、
外
出
前
に
声
を
掛
け

合
う
な
ど
し
て
、
交
通
安
全

意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

⑵
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推

進
（
特
に
自
転
車
安
全
利
用

五
則
の
周
知
徹
底
）

　
「
自
転
車
安
全
利
用
五
則
」

を
守
り
、
自
転
車
マ
ナ
ー
を

向
上
さ
せ
、
交
通
事
故
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
自
転
車
に
は
反
射
材

を
取
り
付
け
、
走
行
中
は
ラ

イ
ト
を
早
め
に
点
灯
す
る
な

ど
し
て
、
自
ら
の
存
在
を
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

⑶
飲
酒
・
暴
走
運
転
の
根
絶

　

飲
酒
運
転
は
、
車
両
な
ど

交通マナーは『思いやり』
夏の交通安全県民運動のお知らせ

の
提
供
者
、酒
類
の
提
供
者
・

車
両
の
同
乗
者
に
も
、
運
転

者
同
様
の
厳
し
い
罰
則
が
あ

り
ま
す
。

　

飲
酒
・
暴
走
運
転
の
危
険

性
や
結
果
の
重
大
さ
、「
飲

酒
運
転
は
犯
罪
」
で
あ
る
こ

と
を
十
分
認
識
し
、
飲
酒
し

た
ら
、
絶
対
に
ハ
ン
ド
ル
を

握
ら
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
深
酒
し
た
翌
朝
や
、

酔
い
が
覚
め
て
い
な
い
と
感

じ
た
と
き
は
、
車
の
運
転
は

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

毎月６日は、六ヶ所村民交通安全の日

②５月末の村の物件事故発生状況

①５月末の村の人身事故発生状況

裸足になって、田植えを楽しむ
田植え体験に村内在住の外国人 30 人が参加しました

　
「
六
ヶ
所
村
在
住
外
国
人

の
稲
刈
り
を
体
験
し
よ
う
の

会
」
が
５
月
25
日
、
戸
鎖
地

区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
３
回
目
と
な
る
こ

の
催
し
は
、
村
の
国
際
交
流

推
進
委
員
会
（
戸
田
衛
委
員

長
）
が
企
画
し
た
も
の
で
、

フ
ラ
ン
ス
・
イ
タ
リ
ア
・
ア

メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
・
イ
ン
ド
・

ス
ペ
イ
ン
・
ド
イ
ツ
・
コ
ー

ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
出
身
の
30
人

の
外
国
人
が
参
加
。
朝
方
の

雨
で
肌
寒
い
中
に
も
か
か
わ

ら
ず
裸
足
で
田
ん
ぼ
に
入

り
、
地
元
の
人
に
教
え
て
も

ら
い
な
が
ら
見
よ
う
見
ま
ね

で
稲
を
植
え
て
い
ま
し
た
。

　

慣
れ
な
い
作
業
に
始
め
は

恐
る
恐
る
で
し
た
が
、
だ
ん

だ
ん
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
、

約
１
時
間
半
で
田
ん
ぼ
１
枚

を
植
え
終
わ
り
ま
し
た
。

　

今
回
初
参
加
し
た
コ
ー
ト

ジ
ボ
ワ
ー
ル
出
身
の

フ
ロ
レ
ン
さ
ん
は「
と

て
も
大
変
だ
っ
た
が

楽
し
か
っ
た
。
収
穫

が
楽
し
み
で
す
」
と
、

今
か
ら
秋
の
稲
刈
り

を
楽
し
み
に
し
て
い

る
様
子
で
し
た
。

も
ち
ろ
ん
式
当
日
の
様
子
も

す
べ
て
記
録
し
ま
す
。

　

招
待
さ
れ
た
時
に
は
、
男

女
共
に
ス
ー
ツ
も
し
く
は
普

段
着
よ
り
少
し
オ
シ
ャ
レ
し

た
恰
好
で
十
分
で
す
。

　

式
は
週
末
に
行
わ
れ
る
こ

と
が
多
い
で
す
が
、
平
日
の

夕
方
の
時
も
あ
り
ま
す
。
私

は
結
婚
式
が
多
い
春
と
秋

に
、
月
に
５
回
以
上
出
席
す

る
事
も
あ
り
ま
し
た
。

　

祝
儀
の
金
額
は
相
手
と
の

関
係
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、

知
り
合
い
な
ら
「
４
～
５
千

円
」
程
度
、
親
し
い
関
係
で

あ
れ
ば
高
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
忙
し
く
て
参
加
で
き
な

か
っ
た
場
合
、
他
の
出
席
者

に
お
願
い
し
て
祝
儀
だ
け
送

る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

式
の
所
要
時
間
は
約
３
時

間
で
、
新
郎
新
婦
の
友
達
が

祝
い
の
歌
を
歌
っ
た
り
、
新

郎
に
踊
ら
せ
た
り
す
る
な

ど
、
軽
い
い
た
ず
ら
が
あ
っ

た
り
し
ま
す
。

　

私
は
ま
だ
日
本
の
結
婚
式

に
は
行
っ
た
事
が
な
い
で
す

が
、
直
接
見
れ
ば
き
っ
と
今

よ
り
い
ろ
ん
な
違
い
を
見
つ

け
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
ん
に
ち
は
。
襄
陽
郡
派
遣

職
員
の
ホ
ン
・
ミ
ン
ギ
で
す
。

　

今
月
は
、
韓
国
の
結
婚
式

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

韓
国
で
は
結
婚
式
の
前
に

招
待
状
を
出
し
ま
す
。
招
待

状
は
新
郎
と
新
婦
、
そ
し
て

そ
の
両
親
の
知
人
た
ち
に
送

ら
れ
、
一
般
的
に
数
百
枚
か

ら
、
多
い
場
合
は
千
枚
以
上

に
な
る
時
も
あ
り
ま
す
。

　

式
当
日
の
お
客
さ
ん
は
数

百
人
以
上
に
な
る
の
で
、
主

役
で
あ
る
新
郎
や
新
婦
が
顔

を
知
ら
な
い
お
客
さ
ん
も
い

ま
す
。
お
客
さ
ん
が
こ
ん
な

に
多
い
の
は
、
嬉
し
い
事
や

悲
し
い
事
が
あ
っ
た
時
、
皆

で
助
け
合
っ
て
き
た
昔
な
が

ら
の
風
習
と
も
言
え
ま
す
。

　

新
郎
・
新
婦
は
、
式
の
前

に
ス
タ
ジ
オ
や
野
外
で
ド
レ

ス
か
ら
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
服
装

ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
服
を
着

て
、
動
画
や
写
真
を
撮
影
し

ま
す
。
最
近
は
両
親
や
親
友

に
も
来
て
も
ら
い
、
皆
で
撮

影
す
る
こ
と
も
多
い
で
す
。

　

韓
国
襄ヤ

ン
ヤ
ン陽

郡
派
遣
職
員
の

高
木
で
す
。

　

こ
ち
ら
に
派
遣
さ
れ
て
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
人
に
出
会
い

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
珍
し

い
と
思
っ
た
の
が
、
韓
国
へ

お
嫁
に
来
た
外
国
人
奥
さ
ん

で
す
。

　

韓
国
内
で
も
国
際
結
婚
を

し
て
い
る
方
が
お
り
、
日
本

や
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど

か
ら
お
嫁
に
来
て
い
ま
す
。

　

襄ヤ
ン
ヤ
ン陽

郡
内
で
も
、
国
際
結

婚
し
た
奥
さ
ん
た
ち
の
た
め

に
韓
国
語
教
室
が
開
か
れ
て

い
ま
す
。
私
も
そ
の
教
室
に

参
加
し
て
い
ま
す
が
、
授
業

自
体
は
韓
国
人
の
先
生
が
韓

国
語
で
進
め
ま
す
。
で
す
が

難
し
い
言
い
回
し
や
方
言
、

会
話
で
使
わ
れ
る
略
語
で
は

な
く
、
教
科
書
ど
お
り
の
聞

き
取
り
や
す
い
文
法
で
会
話

を
し
て
く
だ
さ
る
た
め
、
私

で
も
分
か
り
や
す
く
授
業
を

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

授
業
と
言
っ
て
も
、
奥
さ

ん
た
ち
で
す
の
で
、
学
校
の

よ
う
な
静
か
な
雰
囲
気
で
は

な
く
、
お
菓
子
を
食
べ
な
が

ら
、
雑
談
を
交
え
な
が
ら
の

授
業
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
襄ヤ

ン
ヤ
ン陽

郡
内
に

も
日
本
か
ら
お
嫁
に
来
た
人

が
い
ま
す
。
で
す
が
、
こ
の

教
室
に
は
日
本
人
は
私
だ

け
。
な
ぜ
か
と
日
本
語
教
室

の
先
生
に
聞
い
て
み
た
と
こ

ろ
「
日
本
人
は
皆
、
普
通
に

韓
国
語
使
う
か
ら
」
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

襄ヤ
ン
ヤ
ン陽
郡
で
普
通
に
韓
国
語

を
使
え
な
い
日
本
人
は
私
く

ら
い
か
と
、
自じ

ち
ょ
う嘲
し
な
が
ら

も
、
会
話
力
を
上
げ
な
け
れ

ば
と
気
合
を
入
れ
直
し
て
い

ま
す
。

外国人奥さんたちとの韓国語教室は
とても賑やか

自転車安全利用五則
①自転車は車道が原則、歩道は例外
②車道は左側を通行
③歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
④安全ルールを守る
⑤子どもはヘルメットを着用

（表）子どもと高齢者の死傷者数

＊ 12 ページに『７月のマンスリーイベント』について掲載していますので、ご覧ください

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

ヤ
ン
ヤ
ン
郡
派
遣
職
員
が
六
ヶ
所

村
で
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す

ホ
ン
さ
ん
と

　

ろ
っ
か
し
ょ

この正義、真剣勝負。
警察官Ｂを募集します

　青森県警察本部では、警察官Ｂ（大卒
以外）の採用試験を行います。採用予定
人員、受験資格などは次のとおりです。
■受付期間　７月 29 日月～９月６日金
■第一次試験　９月 29 日日
■試験場所　青森市、八戸市、弘前市
■採用予定人員
　①男性（未定）　②女性（未定）
■受験資格　昭和 56 年４月２日から平成
　８年４月１日までに生まれた人。ただ
　し警察官Ａの受験資格を有する人を除く
※警察官Ｂ（男性）のみ、他県の警察官を志
望する人も同時に受験できます（受験資格は
志望する都県に問い合わせてください）また、
受験資格などは変更になることがあります
ので、詳細については、それぞれの試験案
内で確認してください

■受験手続き、その他の問い合わせ先
◇青森県警察本部警務課人事・採用係
☎ 017（723）4211（内線 2664 ～ 2666）
◇採用係フリーダイヤル
☎ 0120（337）314
＊または県内各警察署へ問い合わせてく
ださい

平成 25 年 24 年
前年比

５月中 累計 累計
6 108 138 -30

平成 25 年 24 年 前年比５月中 累計 累計
発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

3 0 3 8 0 11 11 0 20 -3 0 -9
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　健康 Health

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

　医療Medical

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

もうすぐお盆
　

村
で
は
「
先
天
性
風
疹
症

候
群
」
を
予
防
す
る
こ
と
を

目
的
に
風
疹
の
予
防
接
種
費

用
を
助
成
し
ま
す
。

　

風
疹
は
、
妊
娠
初
期
の
妊

婦
が
か
か
る
と
お
腹
の
赤

ち
ゃ
ん
が
心
疾
患
、白
内
障
、

難
聴
な
ど
の
障
害
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
、
予
防
す
る
た

め
に
は
事
前
に
予
防
接
種
を

受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

接
種
を
希
望
す
る
人
は
、

次
の
説
明
を
ご
覧
に
な
り
、

接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

六
ヶ
所
村
に
住

所
が
あ
り
、
風
疹
に
か
か
っ

た
こ
と
が
な
い
、
も
し
く
は

風
疹
の
予
防
接
種
を
受
け
た

こ
と
が
な
い
人
で
①
～
③
に

あ
て
は
ま
る
人

①
10
代
後
半
か
ら
40
代
の
女

性
で
現
在
、
妊
娠
し
て
い
な

い
人
。
ま
た
は
妊
娠
を
予
定

も
し
く
は
希
望
し
て
い
る
人

※
接
種
後
２
カ
月
間
は
避
妊

が
必
要
に
な
り
ま
す

②
妊
婦
や
妊
娠
可
能
な
女
性

の
夫
（
パ
ー
ト
ナ
ー
）

③
妊
婦
や
妊
娠
可
能
な
女
性

の
同
居
家
族
で
、
特
に
接
種

が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
人

※
②
・
③
に
つ
い
て
は
、
①

と
同
一
世
帯
で
暮
ら
し
て
お

り
、
世
帯
分
離
を
し
て
い
な

い
人
が
対
象
で
す

■
接
種
回
数　

１
回

■
助
成
額　

全
額
助
成

■
接
種
方
法　

役
場
健
康
課

窓
口
で
申
請
書
を
提
出
し
、

指
定
の
予
診
票
の
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い

①
指
定
医
療
機
関
で
接
種

（
尾
駮
・
千
歳
平
・
泊
診
療
所
、

野
辺
地
病
院
）

②
指
定
医
療
機
関
以
外
で
接

種
（
村
外
な
ど
）

■
助
成
期
間　

25
年
７
月
１

日
～
26
年
２
月
末
ま
で

■
申
請
期
限　

26
年
３
月
末

ま
で
受
け
付
け
ま
す

■
助
成
方
法

①
指
定
医
療
機
関
で
接
種
し

た
場
合　

➡
助
成
金
の
申
請

手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

②
指
定
医
療
機
関
以
外
で
接

種
し
た
場
合　

➡
後
日
、
役

場
に
申
請
手
続
き
が
必
要

※
申
請
時
に
【
領
収
書
・
印
鑑
・

通
帳
】
が
必
要
で
す

■
そ
の
他　

お
子
さ
ん
が
い

る
人
は
母
子
手
帳
を
確
認
し

ま
す
の
で
お
持
ち
く
だ
さ
い

■
健
診
内
容　

特
定
健
診
、

が
ん
検
診
（
胃
・
大
腸
・
肺
・

前
立
腺
）、
肝
炎
検
査

■
料
金　

無
料

問
申
込
先　

健
康
課　

健
康

相
談
係
（
直
通
）

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
７
９
４

　

超
音
波
を
用
い
て
、肝
臓
、

胆
の
う
、
す
い
臓
、
腎
臓
、

脾ひ
ぞ
う臓
な
ど
の
画
像
を
検
査
し

ま
す
。

　

脂
肪
肝
、胆
の
う
、ポ
リ
ー

プ
、
胆
石
、
腎
結
石
な
ど
の

疾
患
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

６
月
の
広
報
に
て
一
度
受

診
者
を
募
り
ま
し
た
が
、
各

会
場
に
お
い
て
空
き
が
あ
り

ま
す
。
今
か
ら
で
も
申
し
込

み
可
能
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

20
歳
以
上
で
健

診
日
、
予
約
時
間
に
必
ず
受

診
で
き
、
左
記
に
該
当
し
な

い
人

 

・
肝
臓
（
脂
肪
肝
、
肝
硬
変

な
ど
）、
す
い
臓
な
ど
の
疾

患
で
病
院
受
診
し
て
い
る

 

・
以
前
に
健
診
で
脂
肪
肝
や

の
う
胞
な
ど
を
指
摘
さ
れ
た

こ
と
が
あ
る

■
料
金　

無
料

問
申
込
先　

健
康
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
７
９
４

　

特
定
健
診
は
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
を
早

期
発
見
す
る
た
め
に
行
わ
れ

る
と
て
も
重
要
な
健
康
診
査

で
す
。

■
健
診
日
（
実
施
会
場
）

◎
８
月
19
日
～
20
日
（
千
歳

平
体
育
館
）

◎
９
月
18
日
～
20
日
（
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
）

◎
10
月
16
日
～
19
日
（
文
化

交
流
プ
ラ
ザ
「
ス
ワ
ニ
ー
」）

◎
11
月
26
日
～
27
日
（
泊
地

区
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

40
歳
～
74
歳
の
み
な
さ
ん

特
定
健
診
、
忘
れ
ず
に

受
診
し
て
く
だ
さ
い 

腹
部
超
音
波
健
診

受
診
者
を
募
集
！

小泉 綾音ちゃん

水戸 康太郎くん

橘 未來ちゃん
中村 蓮大くん

小泉 花恋ちゃん

吉田 歩生ちゃん

髙村 銀くん

よ い 歯 で
歯 ッ ピ ー

今月の歯ッピー
エンゼルたち

４月 16日の３歳児健診で
虫歯のなかった
子どもたち

大切な赤ちゃんのため 風疹を予防しましょう
風疹予防接種費用の助成についてのお知らせ

て
し
ま
う
…
。
急
に
死
ん
で

し
ま
う
…
。
診
療
所
や
病
院

で
働
い
て
い
る
と
、
い
ろ
い

ろ
な
方
を
目
に
し
ま
す
。
元

気
だ
っ
た
の
に
、
急
に
死

ん
で
し
ま
う
方
も
い
ま
す
。

徐
々
に
、
ゆ
っ
く
り
弱
っ
て

い
く
方
も
い
ま
す
。
ま
た
突

然
倒
れ
、
寝
た
き
り
に
な
っ

て
し
ま
う
方
も
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
ま
た
質
問
で
す
。

　

死
ぬ
前
に
は
、
体
が
弱
っ

て
、
ご
飯
を
食
べ
ら
れ
な
く

な
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
も

し
ご
飯
を
食
べ
ら
れ
な
く
な

っ
た
ら
、
ど
う
し
た
い
で
す

か
？　

例
え
ば
、
も
う
何
も

せ
ず
食
べ
な
い
ま
ま
で
い

い
。
ま
た
は
点
滴
だ
け
し
て

ほ
し
い
。
い
や
、
管
を
胃
に

通
し
て
栄
養
剤
を
入
れ
て
ほ

し
い
。
も
ち
ろ
ん
、
答
え
が

あ
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

飲
み
食
い
で
き
な
い
ま
ま

何
も
し
な
く
て
も
、
約
１
週

間
は
生
き
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
水
分
を
摂
れ
な
く
な
る

と
や
が
て
尿
が
出
な
く
な

り
、
排
泄
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
体
の
老
廃
物
が
溜
ま
っ

て
く
る
時
間
が
そ
れ
く
ら
い

な
の
で
す
。点
滴
を
す
る
と
、

水
分
は
入
る
の
で
、
１
カ
月

く
ら
い
生
き
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
で
も
体
に
栄
養
が
入

る
訳
で
は
な
い
の
で
、
栄
養

不
足
で
体
は
む
く
ん
で
き
ま

す
。
胃
に
通
す
管
に
は
経
鼻

胃
管
（
鼻
か
ら
管
を
入
れ
て

胃
ま
で
通
し
ま
す
）
と
胃
瘻

（
お
腹
の
皮
膚
に
穴
を
開
け
て

胃
へ
繋
ぎ
ま
す
）
の
２
つ
の

方
法
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら

と
も
入
れ
る
時
は
苦
し
い
で

す
。
３
年
も
４
年
も
生
き
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
再
び

口
か
ら
食
べ
物
や
飲
み
物
を

と
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ど
の
選
択
肢
が
良
く
て
、

ど
の
選
択
肢
が
間
違
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
私
の
よ
う
な
若
輩

者
が
言
う
の
も
お
こ
が
ま
し

い
で
す
が
、
た
だ
、
自
分
が

も
し
そ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た

ら
ど
う
し
た
い
か
、
考
え
て

お
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
こ
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
う
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
急
に
来
る
こ
と

も
多
い
の
で
す
。

　

そ
の
時
、
す
で
に
喋
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
た

り
、
知
っ
て
い
る
人
の
顔
が

分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た

り
、
意
識
が
な
か
っ
た
り
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

も
う
す
ぐ
お
盆
の
季
節
、

家
族
や
親
戚
が
集
ま
る
機
会

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

話
し
に
く
い
こ
と
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
家
族
が
集

ま
っ
た
時
、
お
話
に
出
し
て

み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

尾
駮
診
療
所 
内
科
医
長

矢
野 
亮
佑

　

こ
ん
に
ち
は
。
尾
駮
診
療

所
の
矢
野
亮
佑
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
海
の
幸
や
山

の
幸
を
い
た
だ
き
、
こ
の
地

域
の
言
葉
に
も
少
し
ず
つ
慣

れ
な
が
ら
、
長
く
て
寒
さ
厳

し
い
冬
を
初
め
て
越
し
、
再

び
菜
の
花
や
山
菜
の
季
節
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

赴
任
し
て
１
年
、
本
当
に
早

い
も
の
だ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
は
何
を
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ら
よ
い

か
、
悩
み
ま
し
た
。
病
気
の

こ
と
、
健
康
の
こ
と
…
。
し

か
し
折
角
な
の
で
病
院
で
は

な
か
な
か
話
さ
な
い
こ
と
を

話
そ
う
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
日
本
の
平
均
寿

命
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

83
歳
で
す
。

　

こ
れ
は
サ
ン
マ
リ
ノ
と
ス

イ
ス
と
と
も
に
世
界
最
長
で

す
。ち
な
み
に
男
性
は
79
歳
、

女
性
は
86
歳
で
し
た
。

　

で
は
い
き
な
り
で
す
が
、

あ
と
ど
れ
く
ら
い
生
き
ら
れ

る
で
し
ょ
う
か
？　

こ
の
質

問
に
は
、
例
え
ば
平
均
余
命

と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す

（
表
１
）。
で
は
ど
れ
く
ら
い

生
き
た
い
で
す
か
？　

皆
さ

ん
は
ど
ん
な
風
に
考
え
ら
れ

る
で
し
ょ
う
か
。

　

で
は
も
う
１
つ
質
問
で

す
。
こ
ん
な
風
に
人
生
を
終

わ
ら
せ
た
い
な
と
思
う
、
理

想
の
死
に
方
は
あ
り
ま
す

か
？　

ま
だ
考
え
た
こ
と
も

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
例

え
ば
、
苦
し
く
な
け
れ
ば
い

い
…
。
暮
ら
し
て
き
た
家
で

自
然
に
…
。
愛
す
る
人
と
一

緒
で
あ
れ
ば
…
。
コ
ロ
ッ
と

誰
に
も
迷
惑
か
け
な
い
で
死

ん
で
し
ま
い
た
い
…
。
で
き

る
だ
け
、
な
る
べ
く
長
く
生

き
て
い
た
い
…
。
逆
に
、
こ

ん
な
風
に
だ
け
は
死
に
た
く

な
い
と
思
う
死
に
方
は
あ
り

ま
す
か
？　

こ
れ
も
考
え
た

こ
と
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、
癌
で
…
。
寝

た
き
り
…
。
愛
す
る
人
や
友

達
の
顔
も
分
か
ら
な
く
な
っ

年齢 男 女

０ 79.44 85.90

５ 74.71 81.19

10 69.77 76.24

15 64.81 71.28

20 59.93 66.35

25 55.10 61.45

30 50.28 56.56

35 45.47 51.69

40 40.69 46.84

45 35.98 42.05

50 31.39 37.32

55 26.95 32.68

60 22.70 28.12

65 18.69 23.66

70 14.93 19.31

75 11.43 15.16

80 8.39 11.36

85 5.96 8.07

90 4.14 5.46

表１）平均余命

＊厚労省平成 23 年簡易
生命表より
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■
「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
の
一
斉
更
新
」
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
８
月
１
日
は
、
被

保
険
者
証
の
更
新
日
で
す
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
７

月
下
旬
に
村
か
ら
の
郵
送
（
ま

た
は
窓
口
で
の
引
き
渡
し
）
と

な
り
、
有
効
期
限
は
、
27
年
７

月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

＊
た
だ
し
、
保
険
料
の
滞
納
な

ど
の
理
由
に
よ
り
納
付
相
談
の

必
要
な
人
に
つ
い
て
は
、
有
効

期
限
お
よ
び
更
新
時
期
が
異
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

現
在
お
使
い
の
被
保
険
者
証

は
、
25
年
８
月
１
日
以
降
に
役

場
健
康
課
ま
た
は
泊
・
平
沼
支

所
の
窓
口
に
返
還
し
て
い
た
だ

く
か
、
裁
断
の
上
、
確
実
に
破

棄
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
に
よ

る
返
還
も
で
き
ま
す
）。

◎
交
付
さ
れ
ま
し
た
ら
、
記
載

内
容
を
ご
確
認
の
上
、
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
ら
窓
口
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

◎
24
年
中
の
所
得
状
況
な
ど
に

よ
り
、
８
月
１
日
か
ら
医
療
機

関
窓
口
で
の
自
己
負
担
割
合
が

変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

村
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
な

ど
の
父
ま
た
は
母
お
よ
び
児
童

の
医
療
費
の
負
担
を
軽
減
し
、

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
福
祉
の

増
進
を
図
る
た
め
、
医
療
費
給

付
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
８
月
よ
り
社
保
の

対
象
者
だ
け
で
は
な
く
、
国
保

の
対
象
者
も
資
格
証
を
掲
示
す

る
こ
と
に
よ
り
医
療
機
関
窓
口

で
の
支
払
い
が
必
要
あ
り
ま
せ

ん
（
県
内
の
医
療
機
関
の
み
）。

　

た
だ
し
、
入
院
時
食
事
療
養

費
に
つ
い
て
は
窓
口
で
支
払
い

を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
親
の
医
療
費
は
医
療
機
関
ご

と
に
自
己
負
担
千
円
を
支
払
う

規
則
と
な
っ
て
い
ま
す

　

カ
ー
ド
を
使
用
す
る
時
に
は
、

必
ず
カ
ー
ド
の
裏
面
も
提
示
し

て
く
だ
さ
い

■
「
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
に
つ
い
て

◎
「
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
は
、
25
年
７
月
31
日
が
有

効
期
限
で
す
が
、
24
年
中
の
所

得
状
況
な
ど
に
よ
り
、
25
年
度

も
引
き
続
き
認
定
さ
れ
る
人
に

は
、
新
し
い
認
定
証
（
有
効
期

限
は
26
年
７
月
31
日
ま
で
）
が

郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
更
新
手

続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
25
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
人
で
、
新
た
に
認
定
証
の
交

付
を
希
望
す
る
人
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
証
と
印
鑑

を
ご
持
参
の
上
、
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

■
制
度
の
適
用
を
受
け
る
に

は
？

　

対
象
と
な
る
ひ
と
り
親
の
人

は
、
受
給
資
格
証
の
交
付
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
申
請
に
必
要
な
書
類

①
健
康
保
険
証　

申
請
者
お
よ

び
対
象
児
童
の
も
の

②
預
金
通
帳　

申
請
者
名
義
の

も
の

③
所
得
証
明
書　

申
請
す
る
年

の
１
月
１
日
現
在
、
六
ヶ
所
村

に
住
所
が
な
か
っ
た
人

④
印
鑑　

認
印
（
シ
ャ
チ
ハ
タ

不
可
）

◆
申
請
書
受
理
後
、
該
当
す
る

人
に
「
受
給
資
格
証
」
を
交
付

し
ま
す

■
資
格
証
が
届
い
た
ら

対象者
ひとり親家庭などの父または母

ひとり親家庭などで扶養されている児童

区分 児童 父または母

対象年齢 ０歳～ 18 歳に達した
最初の３月 31 日まで 左記の児童を扶養している期間

対象となる
医療費

入院、外来の患者負担分および入院
時食事療養費に係る標準負担額

入院、外来の患者負担分および入院
時食事療養費に係る標準負担額

（ただし医療機関ごとに毎月千円の自
己負担があります）

対象とならない
医療費 保険外診療および実費分

所得制限

扶養親族の数 所得制限額

０人 ２，３４２，０００円

１人 ２，７２２，０００円

２人 ３，１０２，０００円

３人 ３，４８２，０００円

４人 ３，８６２，０００円

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
へ

新
し
い
保
険
証
が
届
き
ま
す

療
養
の
た
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
に
医
療
費
を
給
付
し
ま
す

◎
社
保
、
国
保
ど
ち
ら
の
対
象

者
も
『
現
物
給
付
』

　

資
格
証
を
掲
示
す
る
こ
と
に

よ
り
、
支
払
い
の
必
要
が
あ
り

ま
せ
ん
（
入
院
時
食
事
療
養
費

を
除
く
）。

※
入
院
時
の
食
事
療
養
費
を
支

払
っ
た
場
合
の
み
、
左
記
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い

◎
給
付
申
請
先

役
場
福
祉
課
・
泊
支
所
・
平
沼

支
所

◎
必
要
な
書
類

医
療
機
関
が
発
行
し
た
領
収

書
・
受
給
資
格
証
・
印
鑑

＊
現
在
使
用
し
て
い
る
受
給
資

格
証
の
期
限
は
、
平
成
25
年
７

月
31
日
ま
で
で
す

　

７
月
は
受
給
資
格
証
の
更
新

時
期
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
更
新
し
ま
し
ょ
う

問
福
祉
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
３
８
）

【有効期限をご確認ください】
新　平成 27 年７月 31 日
旧　平成 25 年７月 31 日

図１）後期高齢者医療被保険者証

図２）後期高齢者医療限度額適用・標準
　　　負担額減額認定証

【有効期限をご確認ください】
新　平成 26 年７月 31 日
旧　平成 25 年７月 31 日

問
健
康
課　

後
期
高
齢
者
係

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
４
３
）

問
青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合

☎
０
１
７
（
７
２
１
）
３
８
２
１

■平成 25 年度の保険料が決まりました
　保険料額決定通知書を発送しますので、ご確認ください。
◎保険料の決まり方 （年額）

【被保険者全員が納める額】　　　【所得に応じて納める額】
　　　　均等割額　　　　　＋　　　　　所得割額
 　　　（40,514 円）　　　　　（基礎控除後の所得×所得割率〈7.41％〉）

　＝　青森県の保険料 （限度額 55 万円）
※基礎控除後の所得とは、総所得金額などから 33 万円を差し引いた額となります

■保険料の軽減措置について
　所得が一定額以下の場合は、保険料が軽減されます。詳しくは保険料
額決定通知書をご覧ください。

■保険料の減免などについて
　天災その他特別な事情で、医療機関などの窓口負担や、保険料を支払
うことが著しく困難になった場合は、申請により減免などを受けられる
ことがありますので、お早めにご相談ください。

医療機関窓口

⬅ ⬅

⬅

information　　　
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平
成
26
年
４
月
１
日
以
降
に
採

用
す
る
、
北
部
上
北
広
域
事
務
組

合
消
防
職
員
の
採
用
試
験
を
左
記

に
よ
り
行
い
ま
す
。

1
職
種
お
よ
び
日
時
な
ど

■
職
種　

消
防

■
採
用
予
定
人
員　

２
人
程
度

■
試
験
日
な
ど

◎
期
日　

平
成
25
年
９
月
22
日
日

◎
試
験
地　

青
森
市

◎
会
場　

未
定

■
受
験
資
格

①
昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学

校
以
上
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込

み
の
人

②
消
防
職
員
と
し
て
職
務
遂
行
に

必
要
な
体
力
お
よ
び
健
康
を
有
す

る
人

③
普
通
自
動
車
運
転
免
許
取
得
者

（
採
用
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人
を

含
む
）

④
地
方
公
務
員
法
第
16
条
各
号
の

い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
人

2
試
験
の
方
法

◎
第
１
次
試
験　

教
養
試
験
、
消

防
適
性
検
査
Ａ
、一
般
性
格
診
断
、

職
場
適
応
性
、
ク
レ
ペ
リ
ン
検
査

◎
第
２
次
試
験　

平
成
25
年
11
月

中
旬
、
第
１
次
試
験
合
格
者
を
対

象
に
し
て
、
作
文
試
験
お
よ
び
面

接
試
験
を
行
う

　

今
年
５
月
に
開
校
し
た
青
森
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
幼

少
部
で
は
、
現
在
３
歳
～
５
歳
の

外
国
籍
の
子
ど
も
た
ち
が
月
曜
か

ら
金
曜
ま
で
毎
日
英
語
の
勉
強
を

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
村
内
の
一
般
の
子
ど

も
を
対
象
に
英
語
を
通
じ
て
外
国

文
化
な
ど
を
体
験
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開

催
し
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
は
一
日
の

み
参
加
可
能
で
す
。

　

興
味
の
あ
る
人
は
希
望
日
を
指

定
の
上
、
事
前
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

3
申
込
受
付
期
間

平
成
25
年
７
月
１
日
月
～
７
月
31

日
水　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
ま
で
（
た
だ
し
、
土
日
、
祭
日

を
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
受
付
期
限
の
日

ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
る

4
申
込
方
法　

次
の
書
類
を
北
部

上
北
広
域
事
務
組
合
事
務
局
総
務

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

①
試
験
申
込
書

※
試
験
申
込
書
は
事
務
局
総
務
課
に

あ
り
ま
す

②
履
歴
書
（
顔
写
真
添
付
、
自
己

の
特
技
、
趣
味
、
応
募
の
動
機
な
ど

に
つ
い
て
記
載
）

③
最
終
学
校
の
卒
業
証
明
書
ま
た

は
卒
業
見
込
み
証
書
（
開
封
無
効
）

④
成
績
証
明
書
（
開
封
無
効
）

⑤
顔
写
真
３
枚
（
上
半
身
脱
帽
、

縦
４
㎝
×
横
３
㎝
、
試
験
日
の
３
カ

月
以
内
に
撮
っ
た
も
の
）

※
履
歴
書
に
貼
り
付
け
た
も
の
を
除
く

＊
郵
送
で
の
請
求
は
、
返
信
用
の

封
筒
（
送
付
先
記
入
、
切
手
貼
付
）

を
同
封
し
て
く
だ
さ
い

問
北
部
上
北
広
域
事
務
組
合　

事
務
局
総
務
課
（
〒
０
３
９
―

３
１
１
３　

青
森
県
上
北
郡
野
辺
地

町
字
田
狭
沢
40
番
地
９
）

☎
０
１
７
５
（
64
）
１
０
６
６

◎
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
情
報

■
日
程

７
月
８
日
月
、
７
月
10
日
水

（
ど
ち
ら
か
参
加
可
能
な
日
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
）

■
時
間　

午
後
３
時
～
６
時

■
場
所　

国
際
教
育
研
修
セ
ン

タ
ー

■
参
加
費　

無
料

■
対
象　

３
歳
～
５
歳
の
六
ヶ
所

村
在
住
、
ま
た
は
保
護
者
が
六
ヶ

所
村
に
勤
務
す
る
子
ど
も

■
定
員　

各
日
に
ち
10
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
方
式

に
し
ま
す

■
持
ち
物　

上
履
き

■
申
込
締
切　

参
加
希
望
日
の
２

日
前

■
申
込
方
法

青
森
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス

ク
ー
ル
へ
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま

た
は
メ
ー
ル
に
て
、
①
子
ど
も
の

氏
名
②
生
年
月
日
③
連
絡
先
住
所

④
電
話
番
号
⑤
希
望
日
を
知
ら
せ

て
く
だ
さ
い
。

問
青
森
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス

ク
ー
ル

☎
０
１
７
５
（
73
）
７
２
８
０

FAX
０
１
７
５
（
73
）
７
２
８
１

＊
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（aom

ori-
is@

sunflare.co.jp

）

1
新
卒
者
（
平
成
26
年
３
月
卒
業

予
定
者
）

　

平
成
26
年
度
採
用
す
る
公
立
野

辺
地
病
院
看
護
師
・
薬
剤
師
の
採

用
試
験
を
行
い
ま
す
の
で
、
受
験

を
希
望
す
る
人
は
左
記
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
職
種
（
採
用
予
定
人
員
）

◎
看
護
師
（
10
人
）

◎
薬
剤
師
（
２
人
）

■
受
験
資
格　

平
成
26
年
４
月
30

日
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
人

■
試
験
の
種
類　

小
論
文
・
面
接

■
応
募
方
法
な
ど

左
記
の
書
類
を
公
立
野
辺
地
病
院

事
務
局
ま
で
、
郵
送
す
る
か
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

①
自
筆
履
歴
書
（
上
半
身
脱
帽
写

真
添
付
・
市
販
用
紙
可
）
１
通

②
成
績
証
明
書
・
卒
業
証
明
書
ま

た
は
卒
業
見
込
証
明
書
・
健
康
診

断
書
（
官
公
立
医
療
機
関
の
も
の
）

　

各
１
通

■
応
募
期
限

平
成
25
年
８
月
30
日
金　

厳
守

■
採
用
試
験
日

平
成
25
年
９
月
26
日
木

　

商
工
会
で
は
、
例
年
、
好
評
に

よ
り
販
売
し
て
い
る
「
ふ
る
さ
と

商
品
券
」を
今
年
も
販
売
し
ま
す
。

　

１
セ
ッ
ト
１
万
円
で
１
万
２
千

円
の
商
品
券
が
購
入
で
き
る
20
％

の
プ
レ
ミ
ア
ム
が
付
い
た
と
て
も

お
得
な
商
品
券
で
す
。

　

商
品
券
を
使
用
で
き
る
お
店

は
、
村
内
の
約
１
０
０
店
舗
。

　

店
舗
一
覧
表
は
新
聞
折
り
込
み

の
チ
ラ
シ
裏
面
に
掲
載
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
店
舗
に
は
ポ
ス
タ
ー

な
ど
が
掲
示
さ
れ
ま
す
の
で
目
印

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

購
入
で
き
る
人
は
、
①
六
ヶ
所

村
に
住
ん
で
い
る
人
（
年
齢
制
限

な
し
）
②
本
人
が
直
接
販
売
場
所

で
購
入
―
の
２
つ
の
条
件
を
満
た

す
人
で
、
一
人
２
セ
ッ
ト
ま
で
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
今
年
も
特
典
と
し
て
「
お

買
い
も
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を

行
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

販
売
数
は
３
千
セ
ッ
ト
と
限
り

2
既
卒
者
（
平
成
25
年
度
中
途
採

用
）

■
採
用
試
験　

随
時
（
小
論
文
・

面
接
）

　

た
だ
し
６
カ
月
間
は
臨
時
採
用

と
な
り
ま
す
。

■
職
種
（
採
用
予
定
人
員
）

◎
看
護
師
（
10
人
）

◎
薬
剤
師
（
２
人
）

◎
理
学
療
法
士
（
２
人
）

◎
臨
床
検
査
技
師
（
２
人
）

■
応
募
方
法
な
ど

左
記
の
書
類
を
公
立
野
辺
地
病
院

事
務
局
ま
で
、
郵
送
す
る
か
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

①
自
筆
履
歴
書
（
上
半
身
脱
帽
写

真
添
付
・
市
販
用
紙
可
）
１
通

②
免
許
証
の
写
し
・
健
康
診
断
書

（
官
公
立
医
療
機
関
の
も
の
）

3
臨
時
診
療
情
報
管
理
士
・
臨
時

医
師
事
務
作
業
補
助
員
・
臨
時
看

護
補
助
員
を
随
時
募
集
中

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
人
公
開
し

て
い
ま
す
の
で
、
紹
介
を
受
け
て

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

問
応
募
先　

北
部
上
北
広
域
事
務

組
合　

公
立
野
辺
地
病
院
事
務
局

（
〒
０
３
９
―
３
１
４
１　

青
森
県

上
北
郡
野
辺
地
町
字
鳴
沢
９
―
12
）

☎
０
１
７
５
（
64
）
３
２
１
１

（
内
線
５
１
２
）

が
あ
り
、
完
売
次
第
終
了
と
な
り

ま
す
。

　

お
買
い
求
め
は
お
早
め
に
。

■
販
売
日
時
・
場
所

◇
８
月
２
日
金

　
（
販
売
時
間
は
４
販
売
所
と
も　

　

午
前
８
時
か
ら
正
午
ま
で
）

　

①
村
商
工
会

　

②
泊
イ
ベ
ン
ト
広
場

　

③
平
沼
集
会
所

　

④
千
歳
平
公
民
館

◇
８
月
３
日
土

　
（
販
売
時
間
は
４
販
売
所
と
も　

　

午
前
８
時
か
ら
正
午
ま
で
）

　

①
村
商
工
会

　

②
泊
イ
ベ
ン
ト
広
場

　

③
平
沼
集
会
所

　

④
千
歳
平
公
民
館

※
８
月
４
日
日
は
販
売
し
ま
せ
ん

◇
８
月
５
日
月
以
降

　

○
村
商
工
会

　
（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

問
六
ヶ
所
村
商
工
会

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
３
３
１

FAX
０
１
７
５
（
72
）
２
５
１
３

公立野辺地病院看護師・薬剤師・理学療法士などを募集します

野   辺地病院で働きませんか

北部上北広域事務組合　消防職員採用試験のご案内

消   防士として働きませんか
青森インターナショナルスクール幼少部オープンスクール開催のお知らせ

多   国籍の子どもや先生と一緒に歌、遊び、ゲームなどを通して英語や外国文化を学ぼう

商工会で「ふるさと商品券」販売

村   内でお得に！　お買い物ができます

今年も開催！
「ふるさと新鮮朝市」

information　　　

　今年の「ふるさと新鮮
朝市」は７月より、毎月
第 ２・ ４ 土 曜 日 の ２ 日、
開催していきます。
■場所　商工会前駐車場
■時間　午前７時～午前
　９時頃まで（完売次第終了）

＊７月の開催日は
　13 日土・27 日土です

＊商工会では、出店者を随
時募集しています。出店料
は無料で、フリーマーケッ
トなどもＯＫです

問六ヶ所村商工会
☎ 0175（72）2331
FAX 0175（72）2513

国際教育研修センター
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ン
タ
ー

■
対
象　

小
学
校
３
～
６
年
生

■
募
集
人
数　

10
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費　

１
０
０
円

■
申
込
期
限　

７
月
19
日
金

問
申
込
先　

国
際
教
育
研
修
セ

ン
タ
ー

☎
０
１
７
５
（
73
）
８
５
７
５

　

震
災
の
被
災
者
の
生
活
支
援

や
被
災
地
の
復
興
支
援
、
新
た

な
災
害
の
発
生
に
備
え
た
災
害

救
護
体
制
の
強
化
の
ほ
か
、
地

域
の
奉
仕
活
動
を
担
う
赤
十
字

奉
仕
団
の
育
成
な
ど
、
日
本
赤

十
字
社
で
は
多
岐
に
わ
た
り
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
赤
十
字
活
動
を
行

う
た
め
の
財
源
が
、
赤
十
字
社

員
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
る

　

み
ち
の
く
銀
行
労
働
組
合

（
関
川
勇
一
執
行
委
員
長
）
が

５
月
21
日
、村
長
室
を
訪
れ「
児

童
図
書
の
購
入
に
役
立
て
て
ほ

し
い
」
と
現
金
10
万
円
を
寄
付

し
ま
し
た
。

　

同
組
合
で
は
、
平
成
８
年
度

か
ら
地
域
社
会
へ
の
奉
仕
を
目

的
に
「
み
ち
の
く
労
組
ハ
ー
ト

フ
ル
募
金
」
と
し
て
組
合
員
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金
で
各
市
町

村
に
児
童
図
書
を
贈
っ
て
お

り
、
当
村
へ
は
平
成
19
年
度
に

続
き
３
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

寄
贈
式
に
て
関
川
執
行
委
員

長
か
ら
目
録
を
受
け
取
っ
た
戸

田
衛
副
村
長
は
「
い
た
だ
い
た

寄
付
金
は
趣
旨
に
沿
い
、
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　

寄
付
さ
れ
た
お
金
は
、
小
中

学
校
の
図
書
購
入
費
と
し
て
役

立
て
る
予
定
で
す
。

社
資
（
社
費
・
寄
付
金
）
で
す
。

赤
十
字
活
動
を
行
う
た
め
に

は
、
社
資
の
安
定
確
保
が
何
よ

り
も
重
要
で
す
。
ひ
と
り
で
も

多
く
の
住
民
の
方
々
に
赤
十
字

社
員
に
加
入
い
た
だ
き
、
社
資

募
集
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

問
日
本
赤
十
字
社
青
森
県
支
部
六

ヶ
所
村
分
区（
事
務
局　

福
祉
課
）

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
３
８
）

　

県
内
で
、
高
齢
者
を
狙
っ
た

「
も
う
け
話
」
を
持
ち
か
け
る

振
り
込
め
詐
欺
が
、
連
続
し
て

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
け
話
詐
欺
の
だ
ま
し
文

句
に
は
、
①
ロ
ト
６
の
当
選
番

号
を
教
え
ま
す
②
特
別
会
員
に

当
選
し
た
③
高
く
買
い
取
る
の

　

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国

民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国

的
な
運
動
で
す
。

　

犯
罪
か
ら
の
立
ち
直
り
に

は
、
本
人
の
努
力
は
も
ち
ろ
ん

周
り
の
人
の
応
援
や
地
域
の
中

に
「
居
場
所
」
が
あ
る
こ
と
が

大
き
な
後
押
し
に
な
り
ま
す
。

　

立
ち
直
ろ
う
と
す
る
人
を
受

け
入
れ
、
支
え
る
方
法
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
。
何
が
で
き
る
か
を

一
緒
に
考
え
、
で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

＊
更
生
保
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（http:

//w
w

w
.kouseihogo-net.jp/

）

問
野
辺
地
地
区
保
護
司
会　

六

ヶ
所
支
部

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
３
４
）

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
、
申
請
に
よ
り

で
代
わ
り
に
買
っ
て
ほ
し
い
④

出
資
す
れ
ば
必
ず
も
う
か
る
⑤

名
義
だ
け
貸
し
て
ほ
し
い
―
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も

被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
皆
さ
ん

も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

も
う
け
話
の
電
話
が
か
か
っ

て
き
た
ら
、
家
族
や
警
察
な
ど

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

※
も
う
け
話
詐
欺
に
関
す
る
ご
相

談
は
左
記
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

問
青
森
県
警
察
安
全
相
談
室

☎
０
１
７
（
７
３
５
）
９
１
１
０

問
総
務
課　

高
梨

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
２
１
２
）

　

村
で
は
、
７
月
中
を
目
途
に

役
場
の
業
務
内
容
の
紹
介
や
各

種
手
続
き
、
公
共
施
設
案
内
な

保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予

と
な
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」

や
「
若
年
者
（
30
歳
未
満
）
納

付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受

け
ず
保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状

態
で
、
万
一
、
障
害
や
死
亡
と

い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す

る
と
、
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族

基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
免
除
な
ど
の

受
け
付
け
は
、
25
年
７
月
１
日

か
ら
開
始
さ
れ
、
26
年
６
月
ま

で
の
期
間
を
対
象
と
し
て
審
査

し
ま
す
。
ま
た
申
請
は
原
則
と

し
て
毎
年
度
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
25
年
７
月
に
申
請
す

る
場
合
は
、
24
年
７
月
か
ら
25

年
６
月
分
ま
で
の
期
間
（
前
１

年
間
分
）
に
つ
い
て
も
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

７
月
に
前
１
年
間
分
の
免
除

な
ど
も
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、

申
請
書
を
２
枚
提
出
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
免
除
な
ど
の
申
請
は

所
得
の
審
査
が
あ
る
た
め
、
確

定
申
告
を
行
っ
て
い
な
い
人
は

必
ず
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

あ
わ
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

問
福
祉
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
３
８
）

　

村
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
学
力
向
上
を
願
い
、
学
び

を
支
え
る
望
ま
し
い
生
活
習
慣

と
学
習
習
慣
に
つ
い
て
村
民
全

体
で
共
通
理
解
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

７
月
12
日
金　

午
後

１
時
30
分
～
４
時

■
場
所　

文
化
交
流
プ
ラ
ザ

「
ス
ワ
ニ
ー
」（
大
ホ
ー
ル
）

■
対
象　

村
内
全
中
学
生
、
全

教
員
、
教
育
関
係
者
の
他
、
広

く
村
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す

■
内
容

◎
村
内
中
学
生
の
学
習
と
生
活

に
関
す
る
状
況
報
告

◎
講
演
会　
「
考
え
る
力
・
学

力
を
伸
ば
す
に
は　

～
学
習
を

通
し
て
自
立
し
た
生
活
習
慣
を

身
に
付
け
る
に
は
～
」　

ベ
ネ

ッ
セ
教
育
総
合
研
究
所　

情
報

編
集
室
室
長　

小
泉
和
義
氏

問
教
育
委
員
会　

教
育
政
策
室

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
２
５
８
）

　

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族

の
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
家
族
介
護
者

交
流
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
日
時　

７
月
13
日
土

■
行
程　

久
慈
市

■
定
員　

在
宅
で
高
齢
者
を
介

護
し
て
い
る
家
族
20
人
程
度

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

■
費
用　

昼
食
代
は
自
己
負
担

問
六
ヶ
所
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
５
（
72
）
３
８
８
６

問
た
も
ぎ
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
５
（
71
）
３
３
１
１

問
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー　

尚
祐
の
里

☎
０
１
７
５
（
77
）
２
０
４
０

　

夏
休
み
に
ド
イ
ツ
国
際
交
流

員
ジ
ェ
ニ
ー
と
、
ド
イ
ツ
を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

一
緒
に
ド
イ
ツ
の
ゲ
ー
ム
を

し
た
り
、
ド
イ
ツ
風
パ
ン
ケ
ー

キ
を
作
っ
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
と
遊
ぶ
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
！

■
日
時　

７
月
23
日
火　

午
前

10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　

泊
地
区
ふ
れ
あ
い
セ

ど
の
行
政
情
報
の
他
に
、
防
災

対
策
な
ど
の
地
域
の
情
報
や
医

療
関
係
の
情
報
を
提
供
す
る
暮

ら
し
の
ガ
イ
ド
制
作
事
業
に
つ

い
て
、
公
募
に
よ
り
制
作
業
者

を
募
る
予
定
で
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
公
示
の

他
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
あ
る
い
は
、
左
記
ま
で
電
話

に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
情
報
政
策
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
５
３
）

　

北
部
上
北
広
域
事
務
組
合
消

防
本
部
で
は
、
甲
種
防
火
管
理

新
規
講
習
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

　

防
火
管
理
義
務
が
あ
る
建
物

の
人
ま
た
は
受
講
希
望
者
は
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
講
さ
れ
ま

す
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。

■
日
時

◇
９
月
10
日
火　

午
前
８
時
50

分
～
午
後
４
時
20
分

◇
９
月
11
日
水　

午
前
９
時
～

午
後
３
時
（
２
日
間
）

■
会
場　

野
辺
地
中
央
公
民
館

（
野
辺
地
町
字
野
辺
地
１
―
15　

☎
０
１
７
５
（
64
）
３
０
５
４
）

■
申
込
方
法　

最
寄
り
の
消
防

署
で
申
込
書
に
所
定
事
項
を
記

入
の
上
、
受
講
料
４
千
円
を
添

え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

■
受
付
期
間　

７
月
22
日
月
か

ら
８
月
21
日
水
ま
で

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

＊
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

問
北
部
上
北
広
域
事
務
組
合　

消
防
本
部　

消
防
課

☎
０
１
７
５
（
64
）
０
６
５
０

　５月の農業委員会総会が５月
21 日、役場分庁舎３階大会議
室にて開催され、下記案件が原
案通り議決・承認されました。

■議案第 12 号　農地法第３条
の規定による許可申請（農地の
権利移動）について

２件　7,654㎡
■議案第 13 号　農地法第５条
の規定による農地転用許可申請

（農地の転用）について
１件　1,218㎡

■議案第 14 号　農用地利用集
積計画（案）について

４件　43,643㎡
■報告第３号　農地の転用事実
の照会（地目変更）について

８件　8,229㎡

※総会の傍聴・会議録の縦覧がで
きます。なお、農地法第３条許可
申請についての記載例などは農林
水産課窓口にあります
　次回の総会は、平成 25 年７月
19 日金に開催予定です

問農林水産課　藤村
☎ 0175（72）2111（内線 327）

農業委員会だより
み
ち
の
く
銀
行
労
働
組

合
が
村
へ
寄
付

国
民
年
金
保
険
料
免
除

な
ど
の
申
請
に
つ
い
て

７
月
は
『
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
』
の
協
調
月
間

赤
十
字
活
動
を
支
え
る

の
は
あ
な
た
で
す

も
う
け
話
に
は
ご
注
意
を

平
成
25
年
度
甲
種
防
火
管
理

新
規
講
習
を
開
催
し
ま
す

家
族
介
護
者
交
流
事
業

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

７
月
の
マ
ン
ス
リ
ー
イ
ベ
ン
ト

夏
休
み
特
別
企
画
！

「
小
学
生
ド
イ
ツ
の
日
」

「
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
」
に
つ

い
て
業
者
を
公
募
し
ま
す

『
学
力
』
へ
の
理
解
を

深
め
ま
せ
ん
か

 ６月号の記事に誤りがありました
　広報ろっかしょ６月号の記事に誤りがありました。下記のとおり訂正し、お詫び申し上げます。
■３ページ（2013 たのしむべフェスティバル）
◎来場者・参加者の声　アグリの里→　ベジタの里

宝くじ文化公演
東儀秀樹×古澤巌 guest.coba
全国ツアー
2013

目録を受け取る戸田副村長㊧と
関川執行委員長㊨

 Rokkasho News and Information

■日時　平成 25 年９月５日木
　（ 開場　午後６時 30 分、
　　開演　午後７時 ）
■会場　文化交流プラザ「スワニー」
■入場料　２５００円　全指定席
　（当日３０００円）
※宝くじの助成による特別料金です
■チケット　チケットぴあ（Ｐコー
　ド：２００－２６７）他、各プ
　レイガイドにて好評販売中。
■主催　六ヶ所村・（一財）六ヶ所村
　文化振興公社・㈶自治総合センター
問文化交流プラザ　スワニー
☎ 0175（72）3400
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戸籍の窓
お誕生おめでとう

（　）内は保護者名

　

航
空
自
衛
隊
三
沢
基
地
で

は
、
基
地
周
辺
の
皆
さ
ん
と
親

睦
を
深
め
る
た
め
、
基
地
の
一

部
を
開
放
し
て
「
夏
休
み
ち

び
っ
子
ヤ
ン
グ
大
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

■
日
時　

７
月
24
日
水

◎
午
前
の
部　

午
前
９
時
～
11

時
（
集
合　

午
前
８
時
45
分
）

◎
午
後
の
部　

午
後
１
時
～
３

時
（
集
合　

午
後
０
時
45
分
）

■
場
所　

航
空
自
衛
隊
三
沢
基

地
（
集
合
場
所
は
、
正
門
前
右

側
駐
車
場
で
す
）

■
対
象
者　

基
地
周
辺
市
町
村

の
園
児
以
上
で
中
学
生
以
下

※
た
だ
し
小
学
３
年
生
以
下
は

保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す

■
内
容

①
航
空
機
の
見
学
、
②
北
部
航

空
音
楽
隊
の
ミ
ニ
演
奏
会
、
③

各
種
ゲ
ー
ム
、
④
ミ
ニ
制
服
試

着
コ
ー
ナ
ー

■
応
募
方
法　

電
話
の
み
受
付

＊
先
着
順
で
、
各
部
１
５
０
人

に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す

問
申
込
先

航
空
自
衛
隊
三
沢
基
地
第
３
航

空
団
監
理
部
広
報
班

☎
０
１
７
６
（
53
）
４
１
２
１

（
内
線
３
３
１
３
）

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害

を
受
け
ら
れ
た
方
々
に
は
、
被

害
の
状
況
に
応
じ
た
県
税
の
特

例
措
置
が
あ
り
ま
す
。

◎
被
災
し
た
家
屋
に
代
わ
る
家

屋
な
ど
を
取
得
し
た
場
合
の
不

動
産
取
得
税
の
軽
減
措
置

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
滅

失
・
損
壊
し
た
家
屋
ま
た
は
そ

の
敷
地
の
用
に
供
す
る
土
地
の

所
有
者
な
ど
が
、
そ
れ
ら
に
代

わ
る
不
動
産
を
平
成
33
年
３
月

31
日
ま
で
に
取
得
し
た
場
合
に

は
、
不
動
産
取
得
税
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。 

◎
被
災
し
た
自
動
車
の
代
替
自

動
車
に
係
る
自
動
車
取
得
税
・

自
動
車
税
の
非
課
税
措
置

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
滅

失
・
損
壊
し
た
自
動
車
の
所
有

者
な
ど
が
、
そ
の
自
動
車
に
代

わ
る
自
動
車
（
代
替
自
動
車
）

を
平
成
23
年
３
月
11
日
か
ら
26

年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
取
得

し
た
場
合
に
は
、
自
動
車
取
得

税
お
よ
び
23
年
度
か
ら
25
年
度

ま
で
の
各
年
度
分
の
自
動
車
税

が
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

　

す
で
に
自
動
車
取
得
税
・
自

動
車
税
を
納
付
さ
れ
た
人
に
つ

い
て
も
、
非
課
税
措
置
の
申
請

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
納
付
し

た
自
動
車
取
得
税
・
自
動
車
税

の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

問
上
北
地
域
県
民
局
県
税
部　

（
十
和
田
市
西
十
二
番
町
20
―

12　

青
森
県
十
和
田
合
同
庁
舎

１
階
）

☎
０
１
７
６
（
23
）
４
２
４
１

　

障
害
者
が
日
ご
ろ
培
っ
た
職

業
技
能
を
互
い
に
競
い
合
う
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
職
業
能
力
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
企
業

や
社
会
一
般
の
人
々
が
障
害
者

に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深

め
、
そ
の
雇
用
の
促
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ

ま
す
。

■
開
催
日
時
お
よ
び
会
場

10
月
６
日
日　

午
前
９
時
30
分

～
午
後
３
時
30
分

◎
主
会
場　

独
立
行
政
法
人
高

齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援

機
構　

青
森
職
業
訓
練
支
援
セ

ン
タ
ー
（
青
森
市
中
央
３
丁
目

20
―
２
）

◎
喫
茶
サ
ー
ビ
ス
会
場

ホ
テ
ル
青
森
（
青
森
市
堤
町
１

丁
目
１
―
23
）

※
観
戦
を
希
望
す
る
人
は
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

■
実
施
種
目
（
参
加
定
員
）

①
日
本
語
ワ
ー
プ
ロ
（
10
人
）

②
日
本
語
ワ
ー
プ
ロ
Ｂ
〈
知
的

障
害
〉（
10
人
）

③
パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
入
力
〈
知

的
障
害
〉（
５
人
）

＊
障
害
者
職
業
総
合
セ
ン
タ
ー

で
提
供
し
て
い
る
「
や
っ
て
み

よ
う
！
パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
入
力
」

と
同
じ
と
す
る
（http://w

w
w

.
n

ivr.jeed
.o

r.jp
/research

/
kyouzai/22_nyuryoku.htm

l

）

④
表
計
算
（
10
人
）

⑤
Ｄ
Т
Ｐ
（
10
人
）

⑥
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ（
５
人
）

※
参
考
競
技
映
像
（http://w

w
w

.
cleansys.co.jp/

）

＊
映
像
に
あ
る
カ
ー
ペ
ッ
ト
清

掃
は
青
森
県
大
会
に
お
い
て
は

実
施
し
ま
せ
ん

⑦
喫
茶
サ
ー
ビ
ス〈
知
的
障
害
〉

（
10
人
）

※
各
種
目
に
お
い
て
定
員
を
超
え

た
場
合
は
、
出
場
ま
た
は
表
彰
回

数
の
少
な
い
人
を
優
先
し
ま
す

■
参
加
資
格　

次
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
人

1
平
成
25
年
４
月
１
日
に
15
歳

以
上
で
あ
る
こ
と
。

2
身
体
障
害
者
は
身
体
障
害
者

手
帳
を
所
持
し
て
い
る
こ
と
。

固定資産税（第２期）および国民健康保険税（第１期）の納期限は７月 31 日水です
納め忘れのないようにしましょう

ま
た
は
、
指
定
医
ま
た
は
産
業

医
の
診
断
書
を
提
示
で
き
る
こ

と
。
知
的
障
害
者
は
、
愛
護
手

帳
（
療
育
手
帳
）
を
所
持
し
て

い
る
こ
と
。
ま
た
は
、
知
的
障

害
者
判
定
機
関
に
お
い
て
判
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
。
精
神
障
害

者
は
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
こ

と
。

3
県
内
居
住
者
ま
た
は
県
内
の

事
業
所
に
勤
務
す
る
者
で
、
勤

務
先
の
参
加
承
諾
が
得
ら
れ
る

こ
と
。

4
競
技
会
場
ま
で
自
力
ま
た
は

家
族
な
ど
の
協
力
に
よ
り
来
場

で
き
、
競
技
に
十
分
に
耐
え
ら

れ
る
健
康
状
態
に
あ
る
こ
と
。

5
過
去
、
全
国
障
害
者
技
能
競

技
大
会
に
お
い
て
、
参
加
予
定

種
目
で
金
賞
の
受
賞
歴
が
な
い

こ
と
。

■
参
加
経
費

①
参
加
費
は
無
料
で
す

②
競
技
参
加
者
に
は
会
場
ま
で

の
交
通
費
を
主
催
者
が
負
担
し

ま
す

③
競
技
参
加
者
お
よ
び
介
助
者

に
は
昼
食
を
提
供
し
ま
す

問
申
込
先

あ
お
も
り
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

２
０
１
３
実
行
委
員
会
事
務
局

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・

求
職
者
雇
用
支
援
機
構　

青
森

六ヶ所村役場☎ 0175-72-2111（代表）　　村のホームページ　http://www.rokkasho.jp/

沼
ぬ ま べ

辺　陽
ひ よ り

和（俊英）尾駮

寺
てらしま

嶋　誠
せいれん

廉（龍雲）尾駮レイクタウン

中
なかむら

村　匠
しょうま

真（雄太）尾駮レイクタウン

中
なかむら

村　颯
そう

　　（陵）泊

久
く ぼ

保　来
ら い と

斗（裕哉）戸鎖

五
い が ら し

十嵐　圭
けい

（啓文）尾駮

成
な り た

田　絢
あや

　　（哲也）泊

松
まつはし

橋　陸
りく

　　（博幸）野附

布
ふ せ

施　茉
ま ほ

萠（茂）新城平

橋
はしもと

本　愛
め い さ

咲（和也）平沼

金
かねはま

濱　瑛
え い と

虎（勝宏）老部川

大
おおつか

塚　樹
たつき

　　（拓）尾駮レイクタウン

六ヶ所村の人口
（５月 31 日現在）

区分 人口 前月比
男 5,840 +4
女 5,156 +7
計 10,996 +11

世帯数 4,624 +2

竹林　有史（岩手県）

舘下　里美（岩手県）

石久保鷹矢（平沼）

新山　美咲（おいらせ町）

ご結婚おめでとう

５月届け出分。届け出時に、本誌への掲
載を希望した人だけ載せています。
問住民課　☎ 0175(72)2111（内線 117）

Information Square

人
事
担
当　

吉
岡
・
赤
井
・
西
牧

☎
０
２
２
（
２
５
６
）
６
０
７
６

　

独
立
行
政
法
人
海
洋
研
究
開

発
機
構
む
つ
研
究
所
で
は
、
次

の
と
お
り
施
設
の
一
般
公
開
を

行
い
ま
す
。

■
日
時　

８
月
10
日
土　

午
前

10
時
～
午
後
４
時
（
受
け
付
け

は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

■
場
所　

青
森
県
む
つ
市
大
字

関
根
字
北
関
根
６
９
０
番
地

（
独
立
行
政
法
人
海
洋
研
究
開
発

機
構　

む
つ
研
究
所
）

■
内
容

①
海
洋
地
球
研
究
船
「
み
ら

い
」
船
内
お
よ
び
施
設
の
公
開

②
む
つ
研
究
所
の
研
究
紹
介
と

楽
し
い
実
験
教
室
③
「
み
ら

い
」
と
記
念
撮
影
オ
リ
ジ
ナ
ル

フ
ォ
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
プ
レ
ゼ
ン

ト
（
先
着
３
０
０
人
）
④
ト
ラ

イ
ト
ン
ブ
イ
・
ア
ル
ゴ
フ
ロ
ー

ト
実
機
展
示
と
楽
し
い
ゲ
ー
ム

⑤
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
⑥
タ
ッ
チ

ン
グ
プ
ー
ル
～
津
軽
海
峡
の

魚
達
を
さ
わ
っ
て
み
よ
う
！

～　

⑦
水
中
Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
ロ

ボ
ッ
ト
を
操
縦
し
よ
う
！
⑧
オ

リ
ジ
ナ
ル
う
ち
わ
と
サ
ン
ド

ア
ー
ト
を
作
ろ
う
！
⑨
「
し

ん
か
い
６
５
０
０
」
世
界
一

周
公
開
「Q

U
ELLE

（
ク
ヴ
ェ

レ
）
２
０
１
３
」
の
紹
介
⑩
ハ

ガ
キ
に
か
こ
う
海
洋
の
夢
コ

ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
展
示
⑪

JAM
STEC

グ
ッ
ズ
販
売

■
そ
の
他

  

・
当
日
は「
む
つ
科
学
技
術
館
」

へ
無
料
で
入
館
で
き
ま
す

 

・
む
つ
市
内
か
ら
、
無
料
送
迎

バ
ス
を
運
行
し
ま
す

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.jam

stec.go.jp/
m

utsu/j/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
入
場
料　

無
料

問
独
立
行
政
法
人
海
洋
研
究
開

発
機
構　

む
つ
研
究
所　

☎
０
１
７
５
（
25
）
３
８
１
１

高
齢
・
障
害
者
雇
用
支
援
セ
ン

タ
ー

☎
０
１
７
（
７
２
１
）
２
１
２
５

FAX
０
１
７
（
７
２
１
）
２
１
２
７

■
申
込
受
付
期
間

７
月
１
日
月
～
９
月
２
日
月

＊
詳
し
く
は
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.jeed.or.jp/
activity/abilym

pics/openplan.
htm

l

）
ま
た
は
「
あ
お
も
り
ア
ビ

リ
ン
ピ
ッ
ク
」
で
検
索
し
て
く
だ

さ
い

■
受
験
資
格

1
警
備
官

①
平
成
25
年
４
月
１
日
に
お
い

て
高
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
５
年
を
経
過
し
て
い
な

い
人
お
よ
び
26
年
３
月
ま
で
に

高
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
上
記
に
準
ず
る
と

認
め
る
人

2
警
備
官
（
社
会
人
）

昭
和
48
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
（
上
記
1
①
に
規
定

す
る
期
間
を
経
過
し
た
人
お
よ

び
人
事
院
が
そ
れ
に
準
ず
る
と

認
め
る
人
に
限
り
ま
す
）

■
受
付
期
間

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

７
月
23
日
火
～
８
月
１
日
木

○
郵
送
ま
た
は
持
参

　

７
月
23
日
火
～
７
月
31
日
水

■
第
１
次
試
験　

９
月
29
日
日

■
第
１
次
合
格
発
表

　

10
月
16
日
水

■
第
２
次
試
験

　

10
月
29
日
火
～
31
日
木

■
最
終
合
格
発
表

　

11
月
26
日
火

問
仙
台
入
国
管
理
局
総
務
課　

お悔やみ申し上げます
髙橋みつゑ　93 才（尾駮）

佐藤　賢三　88 才（千歳平）

藤嶋　みよ　78 才（倉内）

小泉　昭二　86 才（千歳平）

髙田美奈子　77 才（戸鎖）

夏
休
み
ち
び
っ
子
ヤ
ン

グ
大
会
開
催

あ
お
も
り
ア
ビ
リ
ン
ピ

ッ
ク
２
０
１
３
（
第
11
回

青
森
県
障
害
者
技
能
競
技

大
会
）
開
催

独
立
行
政
法
人
海
洋
研

究
開
発
機
構
む
つ
研
究

所
一
般
公
開

平
成
25
年
度
入
国
警
備

官
採
用
試
験
案
内

納税に関するご相談・問い合わせは、右記へどうぞ。　問税務課　徴収対策室　☎ 0175（72）2111（内線 123、124、128）

海洋地球研究船「みらい」

県
税
に
係
る
軽
減
・
非
課

税
措
置
な
ど
の
お
知
ら
せ
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図書館からのおすすめ本を紹介します。
新刊は下記のほか、毎週入庫しています。

六ヶ所村民図書館新刊案内
 問 0175（72）3405

http://www.rokkasho-tosho.jp/

記者のなれあいの質問、核心にふれない
政治家。弛みきった関係は政治家の質の
低下を招く。池上彰が、選挙特番やイン
タビューでの政治家とのやりとりなどを
交えながら、日本の政治報道のあり方に
ついて語る。

聞かないマスコミ
答えない政治家

池上　彰（著）
＜一般書＞

「春一番の思いよ届け 青空はあなたに続
く色の階段」 俵万智のみずみずしい感性
があふれる短歌・文と、Ｕ . Ｇ . サトーの
奇想天外な絵で綴る、日本の四季を楽し
める絵本。

富士山うたごよみ

俵 万智（短歌・文）
Ｕ . Ｇ . サトー （絵）
＜絵本＞

音楽は、時に励まし、時に癒し、時には人
生をも変える。作家、学者、音楽家、アイ
ドル、芸人といった各界の 26 人が、愛す
る名盤・名曲を熱く深く語る音楽ガイド。

学校では教えてくれ
ない人生を変える音
楽（14 歳の世渡り術）

雨 宮 処 凛・ 池 谷 裕 二
（著）＜ＹＡ＞

コンパクトなシルエットのミニボレロ、
長めのフリンジがポイントの三角ショー
ル…。コーディネートや冷房対策に役立
つ、かぎ針で編む春夏のはおりものを紹
介します。詳しい編み方の写真プロセス
と全図解つき。

3 日でカンタン！か
ぎ針で編む春夏のは
おりものベストセレ
クション

アップルミンツ　朝日
新聞出版＜一般書＞

＊ＹＡ（ヤングアダルト）とは
　『若い大人』である 10 代におすすめしたい本です

今 月 も 最 後 ま で 読 ん で い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。編 集 後 記

 村のスケジュール７月

日・曜 行事名 時　間 場　所

1 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

2 火
１歳児健診 受付  ９:45 ～ 10:00 保健相談センター
４カ月児健診 受付 12:45 ～ 13:00 保健相談センター
１歳児健診にてブックスタート（健診対象者のみ） 保健相談センター

３ 水
４ 木

５ 金
カンガルー教室 ９：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

6 土
7 日
8 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

9 火
10 水 むつ小川原港流出油防除訓練 10：00 ～ 11：05 む つ 小 川 原 港

11 木 ３Ｂたいそう教室 10：00 ～ 11：00 ス ワ ニ ー

12 金
カンガルー教室〈抱っこ法〉 ９：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

13 土
14 日
15 月

16 火
スワニー・郷土館・図書館休館日

７カ月児健診 受付  ９:45 ～ 10:00 保健相談センター

１歳６カ月児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

17 水 森のくまさんおはなし会〈3～6歳向け〉 14：40 ～ 図 書 館

18 木
森のくまさんおはなし会〈0～3歳向け〉 10：30 ～ 図 書 館

乳幼児相談 受付  ９:45 ～ 10:00 保健相談センター

２歳児歯科健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

19 金
カンガルー教室 ９：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

20 土
21 日

22 月
スワニー・郷土館・図書館休館日

５歳児発達相談 受付 13:15 ～ 13:30 保健相談センター

23 火
ワッ歯ッ歯ッ！むし歯０教室 受付 10:30 ～ 10:45 保健相談センター

３歳児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

24 水 むつ小川原地区石油コンビナート等
特別防災区域消防防災訓練 10：00 ～ 11：20 む つ 小 川 原 国 家

石 油 備 蓄 基 地 内

25 木
カンガルー教室〈親子ビクス〉 ９：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場〈ベビーマッサージ〉 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

３Ｂたいそう教室 10：00 ～ 11：00 ス ワ ニ ー

26 金
27 土
28 日
29 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

30 火

31 水

　地上デジタル放送 11ch「ロック TV」、７月は
以下の番組を放送しますので、ぜひご覧ください。
＊番組表はデジタル放送の番組表（EPG）でも見る
ことができます

■番組内容
❶広報ろっかしょ　７月
　各種情報、戸籍の窓、村のスケジュール（行事
予定）、ごみの収集日程などを文字放送でお知ら
せします。

❷（仮称）まだ新米カメラマンどこへ行く !? 
　担当３年目になっても″まだ新米カメラマン″が
取材・編集した、村のトピックス（話題）をお届
けします。
　42th は、①第 33 回六ヶ所村小学校　陸上競
技記録会（６月 12 日収録）、②六ヶ所高校で村
内企業研究会（６月 18 日収録）、③県民駅伝出
場選手選考会（６月 20 日収録）を放送します。
　43th は、①尾駮小で東北大出前授業（６月 28
日収録）、②英語漬け体験学習（６月 29・30 日
収録）、③第二中生が職場体験（７月４・５日収録）
を放送します。
※番組では、一部内容を変更して放送する場合が
　あります

❸ア・ラ・カルト BOX
　下記の番組の中から１番組（30 分）ずつ放送
します（☆は新番組）。
　①もらってうれしい六ヶ所のお土産
　②雑草魂～六ヶ所高校野球部の夏～
　③泊例大祭～六ヶ所高校２年新堂翼が見た伝統～
　④ろっかしょ味めぐり～小川原湖の食材～
　⑤ふるさとの風景～春・夏～
　⑥六ヶ所村立郷土館
　⑦第 45 回村民体育大会

❹まだ新米カメラマンどこへ行く !? バックナン
バー　（平成 24 年度制作　７月前半・後半）

❺第 21 回ろっかしょ産業まつり（2004 年）

❻写真で巡るろっかしょ
　広報ろっかしょの取材で撮った写真をお送りし
ます。あなたの笑顔が映るかも！
　
❼青森県環境放射線モニタリング
　空間放射線量率などをリアルタイムで表示します。

❽（仮称）防災お役立て情報
　（７月 16 日から放送予定）

問情報政策課　☎ 0175（72）2111（内線 155）

地上デジタル 11ch「ロック TV」

７月の番組表
時　間 放　送　番　組

6 時

00 ❶広報７月、❻写真
20 ❷（仮称）まだ新米カメラマン 42th（16 日～ 43th）
35 ❸ア ･ ラ ･ カルト　⑤ふるさとの風景～春・夏

7 時
05 ❶広報７月、❻写真、❽防災お役立て情報
30

ロックＴＶからのお知らせ・❼モニタリング情報
8 時 00

9 時

00 ❶広報７月、テレビ電話の操作説明、❻写真
30 ❷（仮称）まだ新米カメラマン 42th（16 日～ 43th）
45 ❸ア ･ ラ ･ カルト　⑦第 45 回村民体育大会

10 時 30 ❹まだ新米カメラマン　バックナンバー

11 時

00 ❶広報７月、❻写真
20 ❷（仮称）まだ新米カメラマン 42th（16 日～ 43th）
35 ❸ア ･ ラ ･ カルト　④ろっかしょ味めぐり

12 時

05 ❷（仮称）まだ新米カメラマン 42th（16 日～ 43th）
20 ❶広報７月、❻写真、❽防災お役立て情報
45 ロックＴＶからのお知らせ・❼モニタリング情報

13 時

00 ❶広報７月、テレビ電話の操作説明、❻写真
30 ❷（仮称）まだ新米カメラマン 42th（16 日～ 43th）
45 ❸ア ･ ラ ･ カルト　③泊例大祭～新堂翼が見た伝統～

14 時
15 ❺第 21 回ろっかしょ産業まつり（2004 年）
45 ❷（仮称）まだ新米カメラマン 42th（16 日～ 43th）

15 時

00 ❶広報７月、❻写真、❽防災お役立て情報
25 ❸ア ･ ラ ･ カルト　①もらってうれしいお土産
55 ❹まだ新米カメラマン　バックナンバー

16 時
25 ❷（仮称）まだ新米カメラマン 42th（16 日～ 43th）
40 ❸ア ･ ラ ･ カルト　②雑草魂～六高野球部～

17 時

10 ❶広報７月、❻写真
30 ❷（仮称）まだ新米カメラマン 42th（16 日～ 43th）
45 ❺第 21 回ろっかしょ産業まつり（2004 年）

18 時

15 ❷（仮称）まだ新米カメラマン 42th（16 日～ 43th）
30 ❶広報７月、❻写真、❽防災お役立て情報
55

ロックＴＶからのお知らせ・❼モニタリング情報
19 時 00

20 時

00 ❶広報７月、テレビ電話の操作説明、❻写真
30 ❷（仮称）まだ新米カメラマン 42th（16 日～ 43th）
45 ❺第 21 回ろっかしょ産業まつり（2004 年）

21 時
15 ❶広報７月、❻写真
35 ❹まだ新米カメラマン　バックナンバー

22 時
05 ❷（仮称）まだ新米カメラマン 42th（16 日～ 43th）
20 ❸ア ･ ラ ･ カルト　⑥六ヶ所村郷土館

23 時

05 ❶広報７月、❻写真、❽防災お役立て情報
30 ❷（仮称）まだ新米カメラマン 42th（16 日～ 43th）
45 ❶広報７月、❻写真

０時
I

６時

05
ロックＴＶからのお知らせ・❼モニタリング情報

NEW

NEW
ニッコウキスゲが村の至る所に山吹色の花を咲かせています。群生している様はなかなかの迫力。50 ～ 80㌢と背の高い花なので、少し意識するだ
けで見つけられると思います。皆さんの地区のすてきな風景を探してみてはいかがですか○各地区の花壇に植えられた色とりどりの花々も、見た人
の気持ちをぱっと明るくしてくれます。きちんと手入れされている花壇には、その地区を大切に思う心が表れていると思います（能登）
●６月に入って夏が来たかのような暑い日、一方ではヤマセの濃霧が立ち込める寒い日だったりと、服装にも精神的にも落ち着かない日々を過ごし
ています。何日も太陽を見ていないと、憂欝な気分になってしまいます。梅雨の時期は、なにかとストレスが溜まりがちですが、ストレスには精神
的なものの他に身体的なものもあるそうです。室内でできるストレッチや運動などで体を動かして身体的ストレスもケアしましょう（須藤）
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初夏の訪れとともに、水の中ではアマモが群生する。
「海のゆりかご」といわれるアマモ場は、
魚介類の生命が息吹く場所として、大きな役割を果たす。
生命を育むゆりかごは、沼の豊かな生態系を支えている。

伝えたい、六ヶ所の風景。
尾駮沼のゆりかご

1_ 尾駮沼の水深１～２㍍岸に群生する海草のアマモは、春から初夏にかけ
て約１～１．５㍍に生長し、初夏に種子を放散します。アマモ場は、ニシン
などの産卵や稚魚の隠れ家として外敵から守ってくれます。世界的にアマ
モ場の減少が叫ばれている中、尾駮沼では今年も元気なアマモが育ってい
ます　2_ イワガイは尾駮沼に生息する二枚貝で、学名は「ウネナシトマヤ
ガイ」。ウネナシトマヤガイは、日本では準絶滅危惧種に指定されている希
少な貝　3_ イワガイは、古くから尾駮地区で味噌汁の具材として親しまれ
てきました（植田真司さん〈（公財）環境科学技術研究所〉）


